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「
み
ん
な
や
る
気
が
あ
る
し
、筋
が
い
い
」

市
民

シリーズ
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政
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司
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崎
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司
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「
皆
さ
ん
、や
る
気
が
あ
る
し
、筋

が
い
い
で
す
よ
。こ
の
教
室
で
は
、

歌
舞
伎
の
基
本
と
し
て
所
作
や
化

粧
な
ど
を
東
京
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日

し
ょ
う
た
つ

本
伝
統
芸
能
振
興
会
の
松
辰
氏
を

招
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。こ
う
一

生
懸
命
な
姿
を
見
て
い
る
と
こ
ち

ら
も
そ
の
気
に
な
っ
て
き
ま
す

ね
。

　
こ
の
館
山
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室

は
、全
６
回
を
先
月
で
終
了
し
ま

し
た
が
、第
２
弾
と
し
て
、ま
た
開

催
し
た
い
で
す
ね
。ま
た
今
回
の

受
講
生
が
こ
れ
か
ら
も
活
動
で
き

る
よ
う
に
演
目
や
発
表
の
機
会
を

設
け
て
、こ
れ
を
目
標
に
、取
り
組

め
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
を
育
て
、地
域
の
伝
統

芸
能
を
残
し
守
り
た
い
。そ
れ
が

保
存
会
の
目
的
で
す
し
、今
回
の

教
室
は
こ
の
第
一
弾
。ま
だ
ま
だ

乗
り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
も
多
い
の
で
す
が
、こ
れ
か
ら

も
末
永
く
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」（
事
務
局
長
の
森
田
進
さ

ん
）

　
た
て
や
ま
村
歌
舞
伎
保
存
会

（
会
長
大
澤
光
彦
、会
員
数
40
人
）

が
、１
月
か
ら
先
月
終
わ
り
ま
で

全
６
回
で
開
催
。13
人
の
受
講
生

（
子
ど
も
８
人
、大
人
５
人
）が
伝

統
芸
能
の
基
本
で
あ
る
お
辞
儀
や

歩
き
方
、化
粧
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
保
存
会
の
前
身
で
あ
る
農
村
歌

舞
伎
保
存
会
設
立
準
備
会
で
は
14

年
10
月
に
南
総
文
化
ホ
ー
ル
で
、

古
茂
口
・
藤
原
の
村
歌
舞
伎「
鎌
倉

三
代
記
」を
復
活
上
演
。後
継
者
も

い
な
い
こ
と
か
ら
地
域
の
伝
統
芸

能
を
残
し
守
ろ
う
と
会
員
を
募

り
、昨
年
11
月
22
日
に
設
立
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

た
て
や
ま
村
歌
舞
伎
保
存
会
の
　

館
山
こ
ど
も
歌
舞
伎
教
室

　
館
山
地
区
の
祭
礼
に
な
る
と
柏

こ
く
し

崎
か
ら
国
司
丸
と
い
う
お
船
が
曳

き
出
さ
れ
ま
す
。柏
崎
の
氏
神
国
司

神
社
の
お
船
で
、文
化
14
年（
一
八

一
七
）に
つ
く
ら
れ
た
古
い
お
船
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
国
司
丸
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と

変
っ
た
呼
び
名
で
す
が
、国
司
と
は

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
各
国
の
上
級
役

人
た
ち
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。国
司

こ
く
し
ゅ

う
ち
の
長
官
を 

国
守
と
い
い
、安
房

あ
わ
の
か
み

国
の
場
合
は
、国
守
は
安
房
守
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。国
司
神
社
は

平
安
時
代
の
安
房
守
だ
っ
た
国
司

み
な
も
と
の
ち
か
も
と

源
親
元
を
祀
る
神
社
で
、特
定
の
国

司
を
祀
る
の
は
全
国
的
に
見
て
も

数
が
少
な
く
、珍
し
い
神
社
で
す
。

　
親
元
は
今
か
ら
900
年
前
の
平
安

時
代
、安
房
国
を
治
め
る
国
司
と
し

て
京
都
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
ま
し

た
。安
房
守
に
任
命
さ
れ
、国
府
に

赴
任
し
て
き
た
の
は
一
〇
九
六
年

（
嘉
保
３
年
）、59
歳
の
と
き
の
こ
と

で
す
。

　
親
元
は
京
に
い
た
33
歳
の
と
き
、

た
ち
は
き

皇
太
子
を
護
衛
す
る
帯
刀
に
な
っ

た
の
を
皮
切
り
に
、天
皇
の
警
護
を

ひ
ょ
う
え

す
る
兵
衛
府
、宮
城
を
警
護
す
る

え
も
ん

衛
門
府
な
ど
に
勤
め
た
武
官
で
し

た
。気
性
の
荒
い
人
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、安
房
に
来
る
直
前
に
は
警
察

け
び
い
し

の
役
割
を
す
る
検
非
違
使
の
上
級

役
人
に
昇
進
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
検
非
違
使
に
い
た
頃
、親
元

は
念
仏
に
目
覚
め
て
阿
弥
陀
仏
を

安
置
す
る
堂
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
乱
暴
な
自
分
を
悔
い
、

罪
人
を
鞭
打
つ
数
を
減
ら
し
、刑
法

を
ゆ
る
く
用
い
た
と
伝
え
ら
れ
る

き
え

ほ
ど
、厚
く
仏
教
に
帰
依
し
ま
し

た
。

安
房
に
赴
任
し
て
か
ら
も
、赴
任
し

た
国
司
は
通
常
神
社
を
礼
拝
し
て

ま
わ
る
の
に
、先
ず
お
寺
を
建
て
て

阿
弥
陀
仏
を
安
置
し
ま
し
た
。そ
れ

が
沼
の
大
寺
と
呼
ば
れ
る
総
持
院

だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
役
人
や
安
房
の
人
々
に

も
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
を
勧
め
、十

万
回
念
仏
を
唱
え
れ
ば
米
一
石
分

の
租
税
を
減
ら
し
、重
罪
人
で
も
念

仏
を
唱
え
る
者
は
罪
を
赦
し
ま
し

た
。そ
の
た
め
安
房
国
で
は
、善
政

を
施
し
た
親
元
の
徳
を
慕
い
、仏
教

に
帰
依
す
る
人
々
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
四
年
の
任
期
を
終
え
た
親
元
が

都
に
帰
る
と
き
に
は
、人
々
が
別
れ

を
惜
し
ん
で
道
を
ふ
さ
ぎ
、ま
る
で

子
が
父
母
と
別
れ
る
よ
う
で
あ
っ

た
と
古
記
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　
国
司
神
社
で
伝
え
る
話
で
は
、そ

の
と
き
柏
崎
か
ら
船
出
す
る
親
元

の
袖
に
、人
々
が
す
が
り
つ
い
て
離
ほ
ど

さ
な
か
っ
た
の
で
、左
の
袖
を
解
い

て
記
念
に
与
え
、よ
う
や
く
船
に

乗
っ
て
出
発
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
帰
途
で
出
家
し
た
親
元
は
、

一
一
〇
五
年（
長
治
２
年
）に
68
歳

で
没
し
ま
し
た
が
、そ
れ
を
聞
い
た

安
房
の
人
々
は
残
さ
れ
た
左
袖
を

御
神
体
に
し
て
神
社
を
建
て
た
の

だ
そ
う
で
す
。そ
れ
が
国
司
神
社
の

は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
、親
元
が
柏
崎

を
出
発
し
た
１
月
16
日
を
祭
日
と

し
ま
し
た
。そ
の
日
氏
子
は
、左
袖

の
な
い
源
親
元
の
姿
を
描
い
た
軸

を
掛
け
て
、親
元
の
徳
を
偲
ぶ
の
が

慣
わ
し
で
、戦
前
ま
で
は
ウ
チ
カ
ン

コ
ウ（
氏
神
講
）と
し
て
続
い
て
い

ま
し
た
。

　　きれいな歩き方を学ぶ
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市
立
博
物
館
の
５
月
の
休
館

日
は
６
日
、10
日
、17
日
、24
日
、

31
日
で
す
。

国司神社



じ
て
、所
得
限
度
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

　
手
続
き
／
20
歳
に
な
っ
た
ば

か
り
の
学
生
は
、誕
生
月
か
ら
翌

月
末
日
ま
で
に
、市
民
課
保
険
年

金
係
に
認
印
、有
効
期
限
が
記
載

さ
れ
た
学
生
証
の
写
し
な
ど
を

持
参
。昨
年
度
承
認
を
受
け
た
学

生
は
、５
月
末
日
ま
で
に
再
度
手

続
き
を
。

　　
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、10
年

前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

２３ だん暖たてやま 平成16年４月１日

5月27日（木）にやってくる！
客船「飛鳥」

　

▲館山港に停泊中の飛鳥（昨年3月5日）

　
市
で
は
、観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
振
興
を
図
る
、多
目
的

観
光
桟
橋
の
早
期
実
現
と『
飛

鳥
』な
ど
の
客
船
・
帆
船
・
官
公
庁

船
・
貨
物
船
な
ど
多
様
な
船
舶
の

寄
港
に
よ
り
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、今
後
も
館
山
港

を
中
心
と
し
た「
海
辺
の
ま
ち
づ

く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
ク
ル
ー
ズ
で
は
、仙
台

に
て
、伊
達
政
宗
ゆ
か
り
の
青
葉

城
と
秋
保
温
泉
、松
尾
芭
蕉
も
魅

せ
ら
れ
た
松
島
遊
覧
と
瑞
巌
寺

な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問合せ／
鏡浦観光㈱　　　（蕁27－5311）
コスモ観光㈱　　（蕁23－7353）
㈱ジェットストリームトラベル　　
　　　　　　　　（蕁22－5930）
ナギレン観光　　（蕁22－5796）
日東観光　　　　（蕁22－0113）
房日観光　　　　（蕁25－5552）

知 ら せお

10:00　横浜出港
13:30　館山入港
17:00　館山出港
  9:00　仙台入港
15:30　仙台出港
10:00　横浜入港

5月27日（木）
　　　　　　　
　　　　　　　
5月28日（金）
　　　　　　　
5月29日（土）

初夏の南房総・仙台クルーズ館
山
か
ら
も
ツ
ア
ー
に
参
加
で
き
る

　昨年に引き続き、郵船クルーズ㈱所有の客船「飛鳥」（総トン数

28,856t、乗客定員592名）が、５月27日（木)に館山港へ寄港します。

今年は、市民や来訪者に船旅の魅力を提供すべく『初夏の南房総・仙台ク

ルーズ』としての寄港。館山港からも乗船ができます。

　問合せ／海辺のまちづくり推進課（蕁22－3606）

海辺のまちづくりを推進

客
船「
飛
鳥
」今
年
も
来
港

　
今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、昨
年
と
同
じ
月
額
１
万
３
千
300

円
。休
日
・
夜
間
で
も
保
険
料
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
、コ
ン
ビ
ニ
で
の

納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
市
民
課
保
険
年
金
係（
蕁
22
―
３
４
１
８)

、木
更
津
社

会
保
険
事
務
所（
蕁
０
４
３
８
―
23
―
７
６
６
２
）

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付

　
４
月
以
降
発
行
の
納
付
書
か
ら

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納

付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、休
日･

夜
間
に
も
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
付
で
き
る
店
／
セ
ブ
ン-

イ

レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、デ
イ
リ
ー
ヤ

マ
ザ
キ
な
ど
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア

　
一
度
手
続
き
を
す
れ
ば
、毎
月

の
保
険
料
が
翌
月
末
に
自
動
的
に

引
き
落
と
し
で
き
ま
す
。　
手
続

き
は
全
国
の
金
融
機
関
や
郵
便
局

で
。

　
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
①
納

付
書
、②
預
貯
金
通
帳
、③
通
帳
届

出
の
印
鑑（
市
役
所
で
は
手
続
き

で
き
ま
せ
ん
）

　
国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る

と
、割
引
が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
１

年
分
を
４
月
30
日
ま
で
に
前
も
っ

て
一
度
に
納
め
る
と
、割
引
額
は

２
千
830
円
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

６
ヶ
月
前
納
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　　
大
学
や
専
門
学
校
に
通
う
学
生

は
、在
学
期
間
中
の
保
険
料
が
後

払
い
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
制

度
」が
利
用
で
き
ま
す
。こ
の
制
度

は
申
請
し
承
認
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

  

対
象
／
20
歳
以
上
で
、大
学（
大

学
院
）、短
大
、高
等
専
門
学
校
、専

修
学
校
、各
種
学
校
な
ど
に
在
学

す
る
学
生
な
ど（
夜
間
、通
信
制
も

含
む
）で
、学
生
本
人
の
前
年
所
得

が
68
万
円
以
下
の
人
。学
生
に
扶

養
家
族
が
い
る
と
そ
の
人
数
に
応

日　　程／４月15日（木）、６月17日（木）、８月
　　　　　19日（木）、10月21日（木）、12月16日
　　　　　（木）、平成17年２月17日（木）
受付時間／午前８時３０分から１２時
　　　　　午後１時から２時
会場／館山市役所（相談は午前10時から）
　　※奇数月は鴨川市役所で実施

24時間納付ができます

持参するもの
　①本人及び配偶者の基礎年金番号通知・年金手帳
（厚生年金被保険者証、国民年金手帳など）、本人の雇
用保険被保険者証等
　②本人及び配偶者が年金、恩給などを受けている
ときは、それぞれの証書　　
　③印鑑
　④本人及び配偶者の職歴メモ（会社名、所在地、勤務
　　期間）
　相談内容により、必要書類は異なりますので、事前
に木更津社会保険事務所にご確認ください。　代理
の方による相談は、委任状及び代理の人の身分を証
明できるものをお持ちください。
※加入期間の証明や年金見込額の試算については、
出張相談では対応できないため、上記の書類を持参
のうえ、木更津社会保険事務所へ直接相談に行くか、
または文書により照会することとなります。

学
生
納
付
特
例

保
険
料
を
卒
業
後
に
支
払

追
納
し
て
満
額
を
受
給

今
年
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で

　
　
　
　
　
　
納
付
可
能
に

年金相談の日程

木更津社保の年金出張相談

お
得
な
前
納
割
引

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替

　
特
例
期
間
は
、将
来
受
け
取
る

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
な
い
期
間
と
な
り

ま
す
の
で
、将
来
満
額
の
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
も
卒
業
後
追
納

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
年
度
の
翌
々
年
度
を
超

え
て
追
納
す
る
場
合
に
は
、当
時

の
保
険
料
に
政
令
で
定
め
る
加
算

金
が
つ
き
ま
す
。
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市
は
、重
要
課
題
・
施
策
に
確
実

に
対
応
す
る
た
め
、組
織
の
見
直

し
を
行
い
、よ
り
効
率
的
な
事
務

運
営
を
図
り
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
は
、基
本
計
画

の
政
策
課
題
に
対
応
し
、重
要
施

策
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
で
あ

　
４
月
よ
り
、温
水
プ
ー
ル
の
休
館
日
の
取
り
扱
い
を
変
更
す
る
こ

と
に
よ
り
、休
日
の
開
館
日
と
夜
間
の
開
館
日
が
増
え
ま
す
。

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課（
蕁
22
―
３
６
９
６
）

る
こ
と
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。主

な
見
直
し
点
は

　
①
情
報
公
開
制
度
の
拡
充
や
、

個
人
情
報
保
護
制
度
の
創
設
に
対

応
す
る
た
め
、総
務
課
内
に
行
政

管
理
室
を
設
置
、②
観
光
を
軸
と

し
た
良
好
な
地
域
づ
く
り
と
観
光

交
流
の
拡
大
を
図
る
た
め
観
光
課

内
に
観
光
企
画
室
を
設
置
、な
ど

で
す
。

　
新
た
に
設
置
さ
れ
る
組
織
及
び

廃
止
さ
れ
る
組
織
等
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

　
係
の
新
設
／
①
企
画
課
に
政
策

評
価
係
を
設
置
。②
商
工
課
に
公

設
卸
売
市
場
対
策
係
を
設
置
。③

都
市
計
画
課
に
駅
周
辺
整
備
係
を

設
置
。

　
係
の
統
合
／
市
民
課
の
年
金
係

と
健
康
保
険
係
を
統
合
し
、保
険

年
金
係
を
設
置

　
係
の
所
管
換
え
／
国
際
交
流
係

を
秘
書
広
報
課
か
ら
企
画
課
に
所

管
換
え

　
課
内
室
の
設
置
／
①
総
務
課
内

に
行
政
管
理
室
を
設
置
。②
観
光

課
内
に
観
光
企
画
室
を
設
置
。

　
廃
止
さ
れ
る
課
内
室
／
①
商
工

課
内
の
公
設
卸
売
市
場
対
策
室
を

廃
止
。②
都
市
計
画
課
内
の
駅
周

辺
整
備
室
を
廃
止
。③
観
光
課
内

の
観
光
農
漁
業
推
進
室
を
廃
止
。

④
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内

の
自
然
体
験
活
動
推
進
室
を
廃
止

　
温
水
プ
ー
ル
の
休
館
日
は
、月

曜
日
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。４
月

か
ら
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
と
祝

日
の
翌
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
開
館
し
ま
す
。

　
平
日
と
祝
日
は
午
後
５
時
ま

で
、土
曜
日
と
日
曜
日
は
、年
間
を

通
じ
午
後
８
時
ま
で
開
館
し
ま

す
。

　
ま
た
７
月
と
８
月
は
全
日
午
後

８
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。

　
利
用
料
は
２
時
間
ま
で
高
校
生

以
上
260
円
、中
学
生
が
150
円
、小
学

生
以
下
100
円
で
す
。　
土
曜
日
は
、

市
内
小
中
学
生
の
個
人
利
用
は
無

料
と
な
り
ま
す
。

労
働
保
険
の
更
新
は
５
月
20
日
ま
で

　
労
働
保
険
は
、労
働
者
災
害
補

償
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
で
、

労
働
者
が
業
務
上
の
事
由
、通
勤

途
上
災
害
で
負
傷
し
た
場
合
や
失

業
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
給
付

を
行
う
も
の
で
す
。

　
15
年
度
の
労
働
保
険
料
を
清
算

す
る
た
め
の
確
定
申
告
と
16
年
度

の
概
算
申
告
を
行
う「
労
働
保
険

年
度
更
新
」の
手
続
き
は
、毎
年
４

月
１
日
か
ら
５
月
20
日
ま
で
と
さ

れ
て
い
ま
す
。金
融
機
関
な
ど
を

通
じ
て
、早
め
に
手
続
き
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課（
蕁
043
―
221
―

４
３
１
７
）

恩
給
欠
格
者

　
　
引
揚
者
へ
贈
呈

　
独
立
行
政
法
人
　
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
で
は
、次
の
方
に
、内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
／
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給

な
ど
受
け
て
い
な
い
、い
わ
ゆ
る

恩
給
欠
格
者
の
人（
請
求
を
行
う

こ
と
な
く
亡
く
な
ら
れ
た
恩
給
欠

格
者
の
ご
遺
族
）、終
戦
に
伴
い
、

本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
揚
げ
ら

れ
て
こ
ら
れ
た
人

（
詳
し
く
は
独
立
行
政
法
人
　
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
　
０
１
２

０
―
234
―
９
３
３
ま
で
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

t
t
p
:/
/

w
w
w
.heiw

a.or.jp/

温水プール

温
水
プ
ー
ル
の
開
館
日
が
増
え
る

夜
間
開
館
日
を
増
設

休
館
日
の
取
扱
い
を
変
更

重
要
課
題
や
施
策
を
推
進
す
る
新
体
制

行
政
管
理
室
・
観
光
企
画
室
を
設
置

　
現
在
、市
内
の
白
地
地
域
の
建

ぺ
い
率
は
70
％
、容
積
率
は
400
％

（
以
下
400
／
70
と
表
記
）で
す
が
、

良
好
な
住
環
境
と
緑
地
の
確
保
な

ど
を
図
る
た
め
、一
般
地
域（
地
図

中
　
　
部
分
）は
200
／
70
、自
然
公

園
区
域（
地
図
中
　
　
部
分
）は
200

／
60
に
な
り
ま
す
。既
存
の
建
築

物
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、増

築
や
建
替
え
の
際
に
、新
基
準
の

範
囲
内
で
建
築
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
一
般
地
域
で
は
、建
ぺ
い
率
は

同
じ
で
す
が
、容
積
率
の
基
準
が

半
分
に
下
が
り
、容
積
率
が
200
％

　建築基準法などの改正に伴い、この５月１日
から、都市計画区域のうち用途地域の指定のな
い地域、いわゆる｢白地地域｣での建築について、
容積率や建ぺい率などの建築形態制限が変わり
ます。
 問合せ／建設課建築係（蕁22―3640）

用途指定のない白地地域

建築形態制限が変更

以
内
の
一
般
の
住
宅
な
ど（
２
〜

３
階
程
度
）で
は
新
基
準
で
の
増

築
や
建
替
え
が
可
能
で
、ほ
と
ん

ど
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し

容
積
率
が
200
％
を
超
え
て
い
る
事

務
所
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
ホ
テ
ル
・
旅

館
・
民
宿
・
保
養
所
な
ど
で
は
、増

築
で
き
な
く
な
り
、建
替
え
は
、新

基
準
に
適
合
さ
せ
て
建
築
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
自
然
公
園
区
域
内
で
は
、建
ぺ

い
率
の
基
準
が
70
％
か
ら
60
％
に

下
が
る
た
め
、建
ぺ
い
率
が
60
％

を
超
え
て
い
る
一
般
の
住
宅（
２

〜
３
階
程
度
）は
、増
築
が
で
き
な

く
な
り
、建
替
え
は
、新
基
準
に
適

合
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
容
積
率
の
基
準
は
一
般
地
域
と

同
様
で
す
。自
然
公
園
区
域
内
で

は
、一
般
の
住
宅
以
外
の
ホ
テ
ル

や
別
荘
な
ど
は
、自
然
公
園
法
で

200
／
60
よ
り
も
き
び
し
い
基
準
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
基
準
の
概
要
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.tateyam
a.chiba.jp/)

の
中
の

建
設
課
の
サ
イ
ト
で
も
見
ら
れ
ま

す
。各
区
域
の
詳
細
図
に
つ
い
て

は
、建
設
課
に
て
閲
覧
く
だ
さ
い
。

白地地域（一般地域）：2 0 0 / 7 0

白地地域（自然公園区域）：20 0 / 6 0

用途地域

　　 用語の説明
容積率：敷地面積に対する建築物の延べ面積の割合

　　　 （延べ面積÷敷地面積）

建ぺい率：敷地面積に対する建築物の建築面積の割合

　　　　（建築面積÷敷地面積）

延べ面積：建築物の各階の床面積の合計

建築面積：建築物の水平投影面積

　　　　（各階の床面積のうち一番大きい面積）

知 ら せお



　 

亀
田
総
合
病
院
で
は
、在
宅
で

高
齢
者
等
に
身
体
介
護
や
家
事
援

助
を
提
供
す
る
た
め
、必
要
な
知

識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
、訪
問

介
護
員
２
級
養
成
研
修
を
開
催
し

ま
す
。応
募
者
の
中
か
ら
試
験
選

考
し
、20
人
が
受
講
で
き
ま
す
。

　
受
講
期
間
／
６
月
５
日（
土
）か

ら
10
月
２
日（
土
）ま
で
の
22
日
間

　
受
講
料
／
７
万
円
　
　
　
　
　

申
込
み
期
間
／
４
月
１
日（
木
）か

ら
４
月
30
日（
金
）

　
申
込
方
法
／
履
歴
書（
写
真
添

付
）・
志
望
動
機（
400
字
原
稿
用
紙

１
枚)

・
返
信
用
封
筒（
80
円
切
手

貼
付
、あ
て
先
記
入
）を
送
付
も
し

く
は
持
参
　
　
試
験
日
時
／
５
月

12
日（
水
）

６７ だん暖たてやま 平成16年４月１日

　期  日

４月９日
  （金）

４月16日
  （金）

４月23日
　（ 金 ）

４月28日
   （水）

５月７日
  （金）

パパ・ママ学級（母親学級）・４月コースの日程
   持  ち  物
歯ブラシ、手
鏡、タオル、
牛乳空きパッ
ク
エプロン、三
角巾、みそ汁
（さかづき１
杯程度）
バスタオルま
たはズボン

　　　   内容・テーマ
歯科保健の講義（妊娠中～乳
幼児期）ブラッシング指導、
自己紹介・グループワーク、
歯科健診（申込者のみ）
妊娠中の日常生活の注意点、
体の変化にあわせた妊娠中の
食生活のポイントと調理実
習、我が家の食卓チェック
妊娠・分娩について、出産時
に必要な補助動作の実習
出産後の生活での注意、家族
計画、お人形を使ってのオム
ツ替え・洋服替えなど
親子のふれあいの大切さ、乳
児とのふれあい（実際に赤
ちゃんとふれあう）、出産を
体験した母親との交流

　
会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
時
間
／
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

希
望
者
は
当
日
、直
接
会
場
へ

　
対
象
／
出
産
を
迎
え
る
マ
マ
、

パ
パ
、お
じ
い
さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
、筆
記
用

具　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課（
蕁
23

―
３
１
１
３
）

パ
パ
・
マ
マ
学
級

訪
問
介
護
員
2
級
養
成
研
修

一
般
幹
部
候
補
生

  

資
格
／
20
歳
以
上
26
歳
未
満

（
22
歳
未
満
は
大
卒
者
、見
込
み
含

む
）

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

　
歯
科

  

資
格
／
専
門
の
大
学
卒（
見
込

み
）で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

　
薬
剤
科

　
対
象
／
乳
児
を
保
育
し
て
い

る
、お
母
さ
ん
な
ど
保
育
者

　
会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
日
時
／
５
月
７
日(

金
）午
後
１

時
〜
午
後
３
時
30
分

　
内
容
／
離
乳
食
の
上
手
な
進
め

方
・
分
量
の
調
製
、調
理
実
習
、パ

パ
・
マ
マ
学
級
と
交
流

　
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、エ

プ
ロ
ン
、三
角
巾
、バ
ス
タ
オ
ル
、

お
ぶ
い
ひ
も
、赤
ち
ゃ
ん
に
必
要

な
も
の（
要
記
名
）

　
問
合
せ
・
予
約
受
付
／
健
康
管

理
課（
蕁
23
―
３
１
１
３
）

　
選
考
方
法
／
一
次
審
査（
書

類
）、二
次
審
査（
面
接
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
296
―
８

６
０
２
　
亀
田
総
合
病
院
　
継
続

学
習
セ
ン
タ
ー（
蕁
０
４
７
０
―

99
―
１
１
６
５
）

  

資
格
／
専
門
の
大
学
卒（
見
込

み
）で
20
歳
以
上
26
歳
未
満

　
受
付
期
間
／
４
月
５
日（
月
）か

ら
５
月
11
日（
火
）

　
一
次
試
験
／
５
月
22
日（
土
）・

23
日（
日)

　
二
次
試
験
／
６
月
22
日（
火
）〜

24
日（
木
）

　
問
合
せ
／
千
葉
地
方
連
絡
部
館

山
募
集
案
内
所（
蕁
22
―
０
３
８

５
）

う
ま
う
ま
学
級

　
試
験
日
／
６
月
６
日（
日
）

　
会
場
／
館
山
高
等
学
校

　
受
験
料
／
甲
種
５
千
円
、乙
種

３
千
400
円
、丙
種
２
千
700
円

試
験
の
た
め
の
受
験
者
講
習
会

　
講
習
日
／
５
月
19
日（
水
）

危
険
物
取
扱
試
験

　
会
場
／
千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー

ル　
受
講
料
／
５
千
900
円（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）※
乙
種
第
４
類
の
問

題
集 

千
200
円
は
別
売
り

　
受
付
期
間
／
４
月
12
日（
月
）か

ら
16
日（
金
）

　
受
付
場
所
／
安
房
郡
市
消
防
本

部
予
防
課
、鴨
川
消
防
署
、鋸
南
分

署
、千
倉
分
署

　
願
書
／
各
受
付
場
所
で
今
月
５

日
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
安
房
郡
市
消
防
本
部

予
防
課（
蕁
22
―
２
２
３
４
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
監
査
事
務
局
で
は
、定
期
監
査
と
財
政
援
助
団
体
等
監
査
を
行
い
、そ
の

監
査
結
果
を
平
成
16
年
２
月
６
日
付
け
館
山
市
監
査
告
示
第
１
号
で
公
表

し
ま
し
た
。 

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
問
合
せ
／
監
査
事
務
局（
蕁
22
―
３
５
４
２
）

監
査
の
対
象

　
定
期
監
査
／
企
画
部（
秘
書
広

報
課
・
企
画
課
・
情
報
化
推
進
室
・

合
併
推
進
室
）、総
務
部（
総
務

課
・
財
政
課
・
税
務
課
・
納
税
推
進

室
）、市
民
福
祉
部（
市
民
課
・
健

康
管
理
課
・
社
会
安
全
対
策
課
・

社
会
福
祉
課
・
高
齢
者
福
祉
課
）、

議
会
事
務
局
、選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
、教
育
委
員
会（
船
形
小
・

那
古
小
・
北
条
小
・
館
山
小
・
西
岬

小
・
神
戸
小
・
富
崎
小
・
神
余
小
・

豊
房
小
・
館
野
小
・
九
重
小
、一

中
・
二
中
・
三
中
・
房
南
中
）

　
財
政
援
助
団
体
等
監
査
／

（
財
）館
山
市
環
境
保
全
公
社
、

（
社
福
）館
山
市
社
会
福
祉
協
議

会　
監
査
委
員
／
宮
崎
健
一
・
脇
田

安
保

　
監
査
の
期
間
／
平
成
15
年
９

月
30
日
〜
12
月
15
日

　
監
査
の
場
所
／
館
山
市
監
査

事
務
局
、各
小
・
中
学
校

　
監
査
の
方
法
／
各
所
管
の
財

務
に
関
す
る
事
務
処
理
に
つ
い

て
、予
算
お
よ
び
提
出
さ
れ
た
資

料
に
基
づ
き
、そ
の
真
実
性
、妥

当
性
等
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

関
係
職
員
か
ら
説
明
を
聴
取
し

ま
し
た
。

　
監
査
の
結
果
／
各
部
課
等
の

平
成
15
年
度
第
１
回
定
期
監
査
を
実
施

予
算
執
行
は
お
お
む
ね
適
正
な

も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

財
政
援
助
団
体
等
に
つ
い
て
は
、

事
務
処
理
に
つ
い
て
、お
お
む
ね

適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し

た
。な
お
、一
部
で
経
費
節
減
の

さ
ら
な
る
努
力
を
要
望
し
ま
し

た
。

　

経
費
削
減
に
一
層
の
配
慮
を

　
今
年
度
、公
共
下
水
道
が
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
土

地
所
有
者
な
ど
を
対
象
に｢
受
益

者
負
担
金｣

の
申
告
・
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

基
礎
と
な
る
申
告
書
を
４
月
上
旬

に
対
象
者
宛
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
直
接
、申
告
す
る
場
合
は
、土
・

日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　
申
告
期
限
／
４
月
30
日(

金)

　
申
告
場
所
・
郵
送
先
／
〒
294
―

０
０
５
４
　
館
山
市
湊
465
―
１

　
館
山
市
鏡
ケ
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
下
水
道
課

　
受
益
者
負
担
金
の
申
告
受
付

　４月６日から４月１５日まで「まぁだだ
よ 信号青でも 右左」をスローガンに春の全
国交通安全運動が実施されます。新入学
（園）期などで子どもの生活行動が変わるこ
とや、春の行楽シーズンによる交通量の増
加などによる事故が多発する恐れがありま
すので、市民１人ひとりが交通ルールを守
り、正しい交通マナーを実践しましょう。

子どもと高齢者の交通事故防止
自転車の安全利用の推進
シートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底

　
市
道
に
水
道
管
、ガ
ス
管
、下
水

道
管
、家
庭
か
ら
の
排
水
管
な
ど

を
埋
設
す
る
工
事
を
行
う
場
合

近
く
の
会
場
で
も
受
付

　
次
の
２
会
場
で
も
申
告
を
受
け

付
け
ま
す
。

　
日
時
／
４
月
15
日（
木
）・
17
日

（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル
第
一
集

会
室

　
日
時
／
４
月
19
日（
月
）〜
23
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
市
役
所
３
号
館
２
階
会

議
室

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
業
務
係

（
蕁
22
―
３
６
６
１
）

は
、建
設
課
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
工
事
に
は
掘

削
工
事
が
伴
い
ま
す
が
、掘
削
は
、

道
路
に
大
き
な
損
傷
を
与
え
る
の

で
、道
路
舗
装
工
事
完
了
後
か
ら
、

基
本
的
に
３
年
間
は
、掘
削
が
で

鏡ヶ浦クリーンセンター

市
道
の
掘
削
を
規
制

春の交通安全週間

重点事項

集募

き
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係（
蕁

22
―
３
６
３
１
）

知 ら せお

今回の対象は6/21～9/15出産予定の
パパママです。


